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１ 令和６年度の総括 

一般社団法人つくばグローバル・イノベーション推進機構（TGI）は、つくばにおける

科学技術の集積効果を最大限に活用し、イノベーションを絶え間なく創出する「つくばを

変える新しい産学官連携システムの構築」のため、これまでに、政府の「つくば国際戦略

総合特区事業（平成 26 年度～）」、文部科学省補助事業の「地域イノベーション・エコシ

ステム形成プログラム事業（平成 28年度～令和２年度の５年間）」さらには茨城県委託事

業「次世代技術活用ビジネスイノベーション創出事業（令和２年度～令和３年度）や AMED

の「医工連携イノベーション推進事業（地域連携拠点自立化推進事業）（令和３年度～令

和４年度）」などの様々な事業（獲得）を通じて、それらの事業成果・ノウハウ等の成果

をベースにしながら、つくば地域のイノベーション・エコシステム構築に向けて、つくば

発のイノベーション創出が自律的に継続できるシステム・環境づくりを目指す“エンジン”

として、行政や大学、研究機関、企業、国際機関（HLF:ハイレベルフォーラム）などと連

携し、地域の特性をいかした連携の動機づけとなるよう、つくば地域の重要課題が俯瞰で

きるようにし、つくば地域の各機関が持つ多数のコア技術を有機的に結び付けてイノベー

ションを生み出す様々な事業活動を通じて社会実装支援を実施しています。 

令和６年度は、令和５年度実施の事業を推進・強化するとともに、新たに、 

（1）技術シーズの事業化支援 

① 社会課題等の課題に対してつくば地域の研究機関が共通に取り組む研究の状況の

共有 

② 新しいビジネスモデルの創出、スタートアップ創業支援 

③ 「わたしとみらい、つながるサイエンス展」プレイベント 

（2）プラットフォーム（共創場）の構築 

③ TIA連携の運営 

④ 外国人研究者の帯同者支援 

⑤ 筑波研究学園都市交流協議会（筑協）つくば機関長等会議を受けた取組 

（4）筑波研究学園都市における国際化の推進 

② 世界競争力協議会連盟（GFCC）への参加 

に着手しました。 

今後もこれまでの事業で培ったノウハウ、成果を活用しながら、つくば発のイノベーシ

ョンの創出が自律的に継続できるシステム・環境づくりを目指すハブ機関として、行政や

大学、研究機関、企業などと連携しながら、様々な事業の推進・支援活動を積極的に行っ

てまいります。 
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２ 事業活動の内容 

 

(1) 技術シーズの事業化支援 

つくば地域の豊富な技術シーズを事業化へと導き、世界に大きなインパクトを与え

る成功事例を創出するべく、技術シーズの発掘・育成から出口（社会実装）まで一貫

した支援を実施。 

 

① 社会課題等の課題に対してつくば地域の研究機関が共通に取り組む研究の状況の

共有 

令和６年度は、筑波研究学園都市交流協議会（筑協）つくば機関長等会議を受けた

取組（ワーキングチーム：【NIMS、筑波大、KEK、AIST、国総研、茨城県、つくば市】

農研機構、国環研 ※【 】コアメンバー 事務局：TGI、筑協事務局）として、社会

課題等の課題に対してつくば地域の研究機関が共通に取り組む研究の状況を共有す

ることにより、連携・共同研究等の促進を支援し、つくばの魅力として発信するため、

各機関の情報発信の動向をふまえ、総合的に発信する仕組や工夫を行い、TGIの HPの

トップページにリンクサイトを開設した。各機関の広報担当にも確認いただき、検索

結果の表示等の修正を実施。 

 

②  新しいビジネスモデルの創出、スタートアップ創業支援 

国内外の技術・規制・制度等の動向の情報収集・発信、主要なステークホルダーと

のネットワーク構築、当該イノベーションに影響を与える委員会やワーキンググルー
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プへの参加等を行った。 

令和６年度は、医療機器の事業化支援（（１）③に関連）において、インドネシア保

健省との複数回の協議のもと、令和６年５月 14 日にインドネシアの同省で行った協

議において、同省の要望に基づき、両国の医療機器に係る研究者の交流フォーラムの

形成に向けた調整を行うこととなった。 

筑協意見交換会（令和７年３月６日）において、TGIの役割を、「つくば地区にある

様々な制度・プログラムや関係機関の連携、人材の交流に取り組み、つくばが「未来

を育み未来を創る街」として発展していくための「つながる」基盤づくりに取り組ん

でいる。」と紹介した。 

 

③ 「わたしとみらい、つながるサイエンス展」プレイベント 

大阪・関西万博イベントである、文科省主催「わたしとみらい、つながるサイエン

ス展」（https://www.mext.go.jp/a_menu/expo_watashitomirai/）に、つくばエリアか

ら参加している。TGIの展示のコンセプトは次のとおり。 

＊＊＊＊＊ 

技術的に優れた研究成果があっても、それを活かして事業化を進める経営人材が不足

していることが、日本においてイノベーションを創出するうえでの大きな課題です。

当機構では、有望な技術シーズを社会実装へと導くため、経営人材とのマッチングや

https://www.mext.go.jp/a_menu/expo_watashitomirai/
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事業化の伴走支援に取り組んでいます。展示では、若者の皆さんにスタートアップの

社長になったつもりで、社会課題をどのような技術やサービス、仕組みで解決できる

かを考えていただく機会を提供します。ブースには、資金提供（投資）を担うベンチ

ャーキャピタル（VC）や、創薬系・ヘルスケア系のスタートアップ企業も参加予定で、

社会課題、技術シーズ、事業化のプロセスを一貫して体感できます。 

＊＊＊＊＊ 

令和６年度は、万博での開催に先がけて、令和７年２月 13 日（木）～２月 16 日

（日）に、Tokyo Innovation Base（東京都有楽町駅前）にて開催したプレイベントに

参加した。ブースでは、中高生がスタートアップの「社長」になった気分で、社会課

題を発見し、それにテクノロジーを活用して解決策を考える体験型のプログラムとし

た。スタートアップとは何か、社長の仕事とはどのようなものかを知ることから始ま

り、環境問題や医療・教育の課題、そして AI やバイオテクノロジーといった最新の

技術について自身の興味のある分野を選択し、自らが選択した社会課題に対して、解

決策のアイデアを付箋に書いてボードに貼ったり、他の人のアイデアに「いいね！」

シールを貼ったりしながら、社会とテクノロジーをつなぐ視点を育んだ。展示の最後

には、記念撮影ができる「フォトスポット」も設置した。参加者が「自分もいつか起

業して社会を変えられるかもしれない」という気づきを持ち帰ることを目指し、若い

世代に向けた未来志向の起業家教育と、科学技術の社会実装に向けたマインドセット

の第一歩となるよう心がけた。２月 14日に行ったステージイベントでは、「社会課題

の解決を目指すスタートアップ」と題して講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

（文部科学省 YouTubeチャンネル https://youtu.be/BDjCynEYmu8） 

 

④  医療機器の事業化支援に係る関東地域における地域連携拠点 

令和３年６月、AMEDによる医工連携イノベーション推進事業（地域連携拠点自立

化推進事業）に採択され、医療機器事業化エコシステムの地域連携拠点を TGIに整

備し、医療機器の事業化に必要な専門分野支援人材を広域で連携して共有できる仕

組みを確立し、医療機器の事業化支援の持続的活動の自立化に取り組み、令和５年

度からは、医療機器の事業化支援に係る「関東地域における地域連携拠点」として

自立化した。 

https://youtu.be/BDjCynEYmu8
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令和６年度は、複数の大学・研究機関等の医療機器開発プロジェクトの事業化支

援、米国、フランス、インドネシア、ベトナムとの連携の構築、AMED事業『医療機

器開発におけるカダバースタディーに関するガイダンス策定』への協力、メディカ

ルクリエーションふくしま 2024への出展等を行った。  
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⑤ 次世代技術活用ビジネスイノベーション創出事業実証支援企業の取組状況 

     

○株式会社東京電機 

・開発品の派生機種として一般車両型「TTNPシリーズ」として 2トントラック、ワン

ボックス、軽トラックの３タイプを非常時に対応して導入（R5年 3月） 

https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=16623711482239 

https://www.tokyodenki.co.jp/product/dengensha/ 

・危機管理産業展 2022 出展（R４年 10 月@東京ビッグサ

イト） 

・新聞記事掲載（R４年 12月 19日 日刊工業新聞） 

 

 

○株式会社ハリガイ工業 

   サンプル販売を開始し、量産についても取引が始まっている。 

①サンプル販売 100千円/年 

②量産販売  1,000千円/年（某スポーツ用品大手、2023.11～） 

   ③展示会について 

主に CFR＋ゴム成型部品の展示。2023 年度からプラ樹

脂製品の展示も加え。R５展示会は５回出展。内 1回はタ

イ：メタレックス（グローバル推進機構） 

・高精度・難加工技術展 2023出展（R５年 11月@東京ビ

ッグサイト） 

・彩の国ビジネスアリーナ 2024出展（R６年 1月）など 

④CFRに関する案件 

   ・防水板の検討がされている、現在、取引先で耐圧試験中、非常に良好とのこと。 

    以下、一例 https://kensetsu.ipros.jp/product/detail/2000448961/ 

 ・その他、特殊なアクチュエーターを試作。（グローバル推進機構経由） 

 

○株式会社ツイン・カプセラ 

・いばらきイノベーションアワード受賞 

第 5回いばらきイノベーションアワードの決定について（R６年 12月６日） 

・めぶきビジネスアワード「茨城県知事賞」を受賞（R６年２月） 

・つくば医工連携フォーラム 2024にスリム型断熱保冷容器を出展（R６年１月） 

・新聞記事掲載（R４年４月 19日 輸送経済新聞） 

 https://twincapsula.co.jp/news/news-release2022-04-23.html 

・新聞記事掲載（R４年７月６日 日本経済新聞） 

https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=16623711482239
https://ibaraki-kagaku.com/innovation/2024/12/award-results2024/
https://twincapsula.co.jp/news/news-release2022-04-23.html
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 https://twincapsula.co.jp/news/news-release2022-07-06.html 

・いばらきチャレンジ基金事業採択（R４年７月） 

   「個人検体等の個別化保冷輸送を可能とするハンディー型超高性能保冷容器の開発」 

・茨城県研究シーズ製品化支援事業費補助金採択（R４年 7月） 

「再突入カプセルの超高性能断熱保冷容器技術のバイオメディカル分野への実装に

向けた保冷輸送実証実験」 

・広沢技術振興財団ものづくり技術助成事業採択（R４年 12月） 

 「大気圏再突入カプセルの技術を活用した超小型断熱保冷容器の更なる性能向上に

繋がる要素技術の研究開発」 

・TEP 主催の成長が期待されるシード期の技術系スタートアップ「J-TECH STARTUP 

2022」に認定（R４年 12月）。認定者によるイベントを R５年２月に実施。 

    https://www.tepweb.jp/event/jtech2022/ 

 

○株式会社久力製作所 

・開発した防犯性を向上した引戸用鎌錠について、建材メーカーとの取引開始（R３

年 12月）以降も、販路拡大に向け営業活動を継続。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

https://www.tepweb.jp/event/jtech2022/
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○株式会社クリアタクト 

・情報セキュリティセミナー＆得意技・先

進技術交流会に出展（R５年 10 月水戸

市民会館） 

・国際医用画像総合展について、X線防護

用具メーカー株式会社マエダの展示ブ

ースで開発品を展示（R４年４月 パシ

フィコ横浜）  

・第３回茨城県情報サービス産業協会｢得

意技・先進技術交流会｣展示（R５年２月

@アダストリアみとアリーナ） 

 

⑥ 地域イノベーション・エコシステム形成プログラム 

   プログラム終了後の取組と展開については次のとおり 

 

（偏光 OCT装置事業の展開） 

研究・臨床活動は進捗し、協力３施設に設置した偏光 OCT 装置を稼働し、臨床デ

ータの蓄積及び解析を実施した。解析結果の一部は第 126 回日本眼科学会総会で発

表した。今後さらに研究を進め、臨床的有用性を証明していく予定。 

本装置を用いることにより、生体眼の隅角組織をより詳細に観察することができ、

臨床的に有用な情報が得られることを論文および学会にて発表した。 

Ueno Y, Mori H, Kikuchi K, Yamanari M, Oshika T. Visualization of anterior 

chamber angle structures with scattering- and polarization-sensitive 

anterior segment optical coherence tomography. Transl Vis Sci Technol 

2021;10(14):29. doi: 10.1167/tvst.10.14.29. 

菊池啓太，上野勇太，森 悠大，山成正宏，大鹿哲郎：偏光感受型光干渉断層計を用

いた隅角組織の複屈折解析．第 44回茨城医学会眼科分科会・令和 4年度茨城県眼科

医会集談会，水戸市 2022/11/27. 

菊池啓太，上野勇太，森 悠大，山成正宏，大鹿哲郎：偏光感受型光干渉断層計を用

いた線維柱帯複屈折の自動定量解析の試み．第 77 回日本臨床眼科学会，東京 

2023/10/6-9.  
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（睡眠計測事業の展開） 

睡眠計測では大学発スタートアップとして、株式会社 S'UIMIN が設立（2017）さ

れた。商品の開発を終え、当該分野の研究支援や医療機関へのアドバイスや個人向

け睡眠検査が開始された。なお、薬事承認については、R４年 12 月に脳波測定デバ

イスのクラスⅡ医療機器認証を取得した。 

 

（グラフェンスーパーキャパシタ事業の展開） 

PJ3 の「グラフェンスーパーキャパシタによる IoH 向け安全蓄電デバイス」に関

しては、山海事業プロデューサーが、国際展開・事業連携を見据え、複眼的視野で

関連する研究開発や資金調達を支援し、企業への売り込み方（マーケティングやブ

ランディング）については、TGIの専門家が支援した。 

現在では物質材料研究機構発のベンチャー：株式会社マテリアルイノベーション

つくば（https://www.mitsukuba.com/）として事業化を推進している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

1  

 

https://www.mitsukuba.com/
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(2) プラットフォーム（共創場）の構築 

つくば地区にある様々な制度・プログラムや関係機関の連携、人材の交流に取り組

み、つくばが「未来を育み未来を創る街」として発展していくための「つながる」基盤

づくりに取り組む。 

 

① つくばにおける技術・連携相談のワンストップ窓口による支援 

企業、研究者等からの様々な技術相談（マッチング、起業、資金獲得等）等を受け、

つくばの各研究機関等とのマッチングや、TGI の専門スタッフによる相談対応によって

課題の解決を図る、「つくばテクニカルコンシェルジュ（TTC）」を実施した。 

令和６年度は、48件の相談対応を行い、機関の紹介・マッチングや、適切な情報提供

を行うことにより、プロジェクトの効果的な推進を図った。 

 

TTC活動実績 

R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

123件 47件 32件 47件 45件 48件 

 

② つくばイノベーション・エコシステム構築に向けた合同連絡会の開催 

つくば地域の連携、研究分野の融合を促進し、事業化に結び付ける機能の強化に向け、

つくば地域各機関のコーディネーターの情報共有と、各機関の連携強化を目的とし「つ

くばイノベーション・エコシステム構築に向けた合同連絡会」を開催した。 

令和６年度も昨年度同様、従来の一同集合開催形式から変更し、Zoom によるオンライ

ン開催とした。 

〇2024年度合同連絡会（14機関、約 18名の参加） 

・日時：令和７年 ３月 28日（金曜）13時 00分～14 時 30 分 

・場所：Zoom によるオンライン開催 

・参加機関：教育研究機関７機関、支援機関５機関、行政機関１機関、その他１機関 

・開催内容：「ＰＲシート」を用いて、各機関からの事業紹介、ＰＲ事項についてア

ナウンスを行った。アナウンス終了後は参加者からの質問を受付けた。 

・承諾を得た参加機関の「ＰＲシート」を、当機構ホームページへ掲載する。 

 

③ TIA連携の運営 

TIA幹事機関（令和６年度は産総研）の指示に従い、TIA連携の事務局業務として、協

議会の開催及び運営に係る事務、TIA の連携プログラム探索事業である調査研究「かけ

はし」の実施に係る事務及びその他 TIA連携に必要な事務を行った。 

令和６年度は、TIA連携の事務局業務の初年度として、TIA６機関（産総研、NIMS、筑
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波大学、KEK、東京大学、東北大学）の打合せを実施し、かけはしの公募、審査、研究費

配分、研究成果報告のやり方について検討した。また、TIAの HPも TGIの HPに移管し、

TIAの概要、「かけはし」の令和６年度テーマ（下表）等を公開した。 

 

④ 外国人研究者の帯同者支援 

筑波研究学園都市交流協議会（筑協）つくば機関長等会議を受けた取組（ワーキング

チーム：【NIMS、筑波大、KEK、AIST、国総研、茨城県、つくば市】農研機構、国環研 ※

【 】コアメンバー 事務局：TGI、筑協事務局）として、つくば地域の研究機関が外国

人研究者を公募する際の受け入れ体制を充実させるため、外国人研究者の帯同者につい

て「つくば地域で職を探す際は問い合わせができます」と公募の際に記載できるように

し、TGIがその問い合わせをワンストップで受け付けられるよう準備を開始した。  

課題名 代表機関／代表者 連携機関 課題名 代表機関／代表者 連携機関

カルコゲナイド系層状物質を用いたスピン
デバイス実現に向けた機能探索

産総研／諸田 美砂子 NIMS、東北大
低酸素化環境に適応したがん細胞を標的と
した光線力学的治療へ～作用機序の解明と
輸送分子の開発～

筑波大／百武 篤也 NIMS

高放射線耐性半導体を用いたイメージセン
サー実証に向けた調査研究

産総研／西永 慈郎
NIMS、筑波大、
KEK、東北大

ナノファイバーメッシュを用いた膠芽腫に
対する化学放射線療法及びBNCT治療効果の
最大化

筑波大／松本 孔貴 NIMS

極薄圧電MEMS素子の実装・配線・封止及び
応用に関する研究

産総研／竹下 俊弘 東大
プレニル化フェノール類の医薬品への可能
性に関する調査研究

筑波大／沓村 憲樹 産総研

集積センシングアクチュエータにおける温
度フィードバックに関する技術検討

産総研／岡本 有貴 東大
小型化を目指した粒子加速器の材料として
の高耐電圧合金の開発

KEK／阿部 哲郎 産総研、NIMS

集積マイクロシステムパッケージ技術に関
する調査研究～アナデジ混載SoC

産総研／高木 秀樹 東大
チタン系合金の耐照射性能を飛躍的に高め
る加工熱処理方法の開発

KEK／石田 卓 NIMS、東大

エレクトロクロミック超薄膜デバイスの開
発

NIMS／樋口 昌芳 東大
超高真空下で蒸着した超低ガス放出高純度
金属蒸着膜の産業応用に関する調査研究

KEK／間瀬 一彦
産総研、筑波大、
東大、東北大

原子スイッチ搭載FPGAによる高性能機械学
習処理の調査研究

NIMS／鶴岡 徹
産総研、KEK、筑
波大

量子技術を支える低温技術に関する調査研
究

KEK／赤松 弘規 産総研、東大

極低温における量子ビット高速読み出しを
目指したマイクロ波素子材料の開発

NIMS／小塚 裕介 東北大
X線/中性子線の同時計測によるラジオグラ
フィーの高度化技術調査

東大／神谷 好郎 KEK、東北大

水産加工廃棄物を主原料とする止血シート
に関する調査研究

NIMS／田口 哲志 筑波大
高性能量子ビーム素子の性能を最大限に発
揮する周辺技術の向上に関する議論

東大／吉川 一朗 KEK、東北大

間質血管細胞群付加型吸引脂肪組織による
移植用血管柄付き人工軟部組織開発の調査
研究

筑波大／渋谷 陽一郎 産総研
新奇な「交代磁性」の基礎学理とデバイス
応用に関する調査研究

東大／岡林 潤 NIMS、東北大

機能性食品開発を指向した天然フラボノイ
ドの活用調査研究

筑波大／須貝 智也 産総研
緑内障失明予防に向けた非侵襲持続的眼圧
モニタリング機器の開発

東大／青木 修一郎 産総研

強化学習による蓄電池の遠隔充放電制御 筑波大／小平 大輔 東大
硫黄プラズマを用いた層状硫化物半導体の
新たな成膜技術の創出

東北大／鈴木 一誓 NIMS

クラウドを用いたmicroED データ解析の完
全自動化に向けた施設間連携

筑波大／安達 成彦
KEK、東大、東北
大

電気磁気活性な反強磁性秩序の光検出原理
の開拓

東北大／松原 正和 東大

膠芽腫腫瘍内細胞不均一性を維持した細胞
株の樹立法の開発

筑波大／三木 俊一郎 産総研
有機柔粘性結晶のナノサイズ化による分子
ダイナミクスの制御と機能探索

東北大／出倉 駿 筑波大

材料のサブナノメートルオーダーの構造改
質・分析プラットフォーム構築調査

筑波大／上殿 明良 NIMS
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⑤ 筑波研究学園都市交流協議会（筑協）つくば機関長等会議を受けた取組 

 TGIと筑協事務局が事務局となって、令和６年５月７日開催のつくば機関長等会議に

おいて議題となった「研究力向上のためつくば地域研究機関同士が協力して解決でき

ること」について、①つくばのブランド力、魅力の発信、②外国人研究者等の受入支

援、特に帯同者の雇用促進等、③専門人財の確保・雇用、人財の交流・育成について

検討を行った。 

○ワーキングチームメンバー：【NIMS、筑波大、KEK、AIST、国総研、茨城県、つくば

市】農研機構、国環研 ※【 】コアメンバー 

○事務局：TGI、筑協事務局 

○コアメンバー打合せ： 

第１回 WGコアメンバー打合せ 令和６年６月 21日 

第２回 WGコアメンバー打合せ 令和６年７月 12日 

第３回 WGコアメンバー打合せ 令和６年８月２日 

第４回 WGコアメンバー打合せ 令和６年８月 29日 

第５回 WGコアメンバー打合せ 令和６年９月 26日 

第６回 WGコアメンバー打合せ 令和６年 10月 22日 

○つくば機関長等会議ワーキング： 

第 1回ワーキング 令和６年 12月 16日 

令和６年 12月 16日筑波大学 COI棟会議室で開催された WG風景 

 

⑥ 交流の場の提供（スタートアップパークの活用） 

令和７年３月５日、スタートアップパークで、筑波

大学ベンチャー企業支援事業つばさ DemoDay2024が、

TGI 犬塚事務局長の司会進行により開催された。開催

形式はハイブリッド。会場ではコーヒーを片手に活発

な交流が図られた。 
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(3) 特区プロジェクトに対する横断的な連携支援及びその他の活動 

 

① 特区プロジェクトの推進による産業化支援 

(ｱ) 規制緩和や税制上の特例措置等、特区制度の活用を促進するための情報収集、申請

支援、研究者・関係機関との各種調整等 

つくば国際戦略総合特区は平成 23年(2011年)指定を受け、現在第３期計画（令和３

年(2021 年)から令和７年まで）の計画期間中である。現計画の９プロジェクトを柱と

した推進方法から、より広範囲な分野（サービスロボットの社会実装／革新的な医薬

品・医療機器・医療技術、機能性食品等の開発／環境・エネルギー分野の課題解決と産

業創出／オープンイノベーションプラットフォームの推進）ごとに個別事業を分類す

る構成として継続して推進しており、内閣府、茨城県、つくば市と連携しながら、各プ

ロジェクトの要望調整や、各種進捗の取りまとめを実施した。 

 

(ｲ) つくば国際戦略総合特区に関わる会議等の運営支援 

つくば国際戦略総合特区の各プロジェクトについて、茨城県及びつくば市と連携し、

進捗状況を確認しながら会議の運営等を支援した。 

 

〇つくばライフサイエンス推進協議会（TLSK）定例会 

   令和６年７月５日 

 

〇TLSK若手交流会  

令和６年７月 23日、令和６年８月 23日、令和６年９月 19日、 

令和６年 10月 29日、令和６年 11月 26日、令和６年 12月 20日 
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 〇TLSKの今後のグランドデザインについて議論するＷＧ 

    令和６年５月７日、令和６年５月 15日、令和６年５月 30日、令和６年６月 17日 

 

 〇TLSK交流会 

  令和６年４月 22日、令和６年７月 18日 

 

 〇TIA連携協議会 

  令和６年９月 11日 

 

〇核医学検査薬テクネチウム国産化プロジェクト会合 

令和６年９月 12日、令和７年３月 10日 

   

   〇BNCTコア会議 

  令和６年 11月６日 

 

〇総合特区の各 PJに対する実績・評価ヒアリング 

 【BNCT】令和６年５月２日 

 【生活支援ロボット】令和６年５月 15日 

 【藻類】令和６年５月 17日 

 【TIA】（TGIが事務局） 

 【創薬】令和６年５月 10日 

 【テクネチウム】令和６年５月 15日 

 【革新的ロボット】令和６年５月 24日 

【都市鉱山】（産業技術総合研究所）令和６年４月 24日 

       （リーテム水戸工場）令和６年５月 20日 

 【植物バイオ】令和６年５月 22日 
 

(ｳ) 今後の特区プロジェクトの方針検討 

〇茨城県、つくば市、TGIとで次期計画延長の方針について会合 

令和６年８月 29日に次期計画を延長するかについて、各 PJへのヒアリングを踏

まえ３者の方向性を見出した。 

 

(ｴ) 特区プロジェクトの取組や成果を紹介する展示会等への出展や各種媒体を活用して

の情報発信等 
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特区プロジェクトの取組や成果について、つくば特区ホームページや当機構ホーム

ページ等を活用して情報発信を行った。 

なお、令和６年度は筑波銀行主催によるビジネス交流商談会（令和６年 10月 23

日）に協賛し、展示ブースを設置し、前述の情報発信及び交流を行った。 

 

② つくばライフサイエンス推進協議会（TLSK） 

(ｱ)つくばライフサイエンス推進協議会（TLSK）の運営 

つくばライフサイエンス推進協議会（TLSK）は、大学、試験研究機関、産業、行政

の連携・交流の促進を図るとともに、教育研究とその実用化、共創の機会の提供・享

受を支援することにより、つくば地区のライフサイエンス分野における優れた特性を

さらに伸ばし、教育研究・開発と産業の活性化を通じて地域および社会に貢献するこ

とを目的とし、当機構は本協議会の事務局を運営している。 

今年度においては、「つくばライフサイエンス推進協議会会則」内において目的、特

別顧問の設置等の会則改訂を行った。また、TLSKの今後のグランドデザインの取りま

とめ、協議会会長の変更等を行った。 

活動内容としては、本協議会と協力、本協議会を基盤とした会員機関による国家プ

ロジェクト等との連携及び支援や、当協議会会員向けに海外事業の紹介等を推進した。 

 

 ・TLSKの今後のグランドデザインについて議論する WGの開催 

  令和６年５月７日、令和６年５月 15日、令和６年５月 30日、令和６年６月 17日 

 ・つくばライフサイエンス推進協議会 幹事会の開催 

令和６年６月 20日 

 ・つくばライフサイエンス推進協議会 総会の開催 

令和６年７月５日 
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TLSKの今後のグランドデザイン 

 

(ｲ)つくばライフサイエンス推進協議会 若手交流会 

若手研究者の横のつながり形成や人材育成を目的として、つくばの大学・企業・

研究所の 40 歳未満の研究者を集めた 「TLSK 若手交流会」を定期的に開催した。 

本年度は第３期の活動として、若手の自由なテーマ設定によるディベート方式で

のグループディスカッションに取り組んだ。新たにメンバー募集を行い、第５クー

ルは 10機関から 24名が参加した。本年度は、オンサイト参加と「Zoom」を使用し

たオンライン参加のハイブリッド開催とした。 

組織の枠組みを超えた若手研究者の横のつながりが実現できた。 

 

【令和６年度】 

（第５クール） 

・第１回開催：令和６年７月 23日 

・第２回開催：令和６年８月 26日 

・第３回開催：令和６年９月 19日 

・第４回開催：令和６年 10月 29日 

・第５回開催：令和６年 11月 26日 

・第６回開催：令和６年 12月 20日 

令和６年度第５クール 12月 20日 

開催若手交流会（第６回）風景 
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(ｳ)TLSK交流会 

令和５年度から新たに会員機関間の交流を活性化するため TLSK 交流会として各機

関を訪問して交流することとなった。 

 令和６年度は、令和６年４月 22 日にアステラス製薬株式会社において、令和６年

７月 18 日にオリエンタル技研工業株式会社において、施設見学及び交流会を実施し

た。 
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③ GTB（グレータートウキョウバイオコミュニティ）つくばエリアの窓口 

先年度に引き続き、東京圏のバイオコミュニティである「GTB（グレータートウキ

ョウバイオコミュニティ）」へ参画した。GTBにおいてつくばエリアの窓口は TGIと

なり、横展開も広がっている。 

〇実務者会議 令和６年７月 17日（第６回）、令和７年１月 29日（第７回） 

〇総会    令和６年９月２日（第７回）、令和７年３月６日（第８回） 

 

〇実務者会議に日程に合わせ「つくばエリアバイオ関連研究機関見学ツアー」企画 

令和６年７月 17 日に第６回実務者会議がつくばエリアで開催されるに伴い、同

日の午前中にてバスを３台借り上げ、農研機構、産総研、理研 BRC、IIIS（筑波大

学）等の研究機関の見学ツアーを当機構が企画・開催した。 

 

 

 〇つくばエリアの拠点紹介の更新 

GTBのバイオイノベーション推進拠点（８拠点）を紹介する資料をについて、

研究機関等の意見を聴取した上で取組みとして力を入れていることを強調する写

真等に変更し次とした。 
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〇2025年度及び 2030年に向けたつくばエリア計画案の発信 

つくばエリアの窓口機関として、関係機関と相談し、2025年度活動・整備計画及

び 2030年に向けた整備計画を調整し、総会にて発信した。 

【2025年度活動・整備計画】 

  

【2030年に向けた整備計画】 
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(3) 筑波研究学園都市における国際化の推進 

 

① ハイレベルフォーラム 2024への参加 

世界の主要なイノベーション都市から首長や研究拠点の長を集めて開催されるハイ

レベルフォーラムに参加した。TGIは、つくば地域の研究機関の代表組織として、つく

ば地域の参加者の取りまとめ等を行ったほか、HLFステアリングコミッティ（SCOM）で

今後の方針等について意見を述べた。 

 

〇令和６年度 HLFステアリングコミッティ（SCOM） 

令和６年４月 11日、令和６年５月 22日、令和６年８月 28日、令和６年 10月３日、 

令和６年 11月 20日、令和７年１月 15日、令和７年３月６日 

 

 ○HLF Societal Impact WG 

  令和６年４月 24日、令和６年６月 26日 

 

 ○HLFステイトメントドラフティングセッション 

  令和７年２月 13日 

 

〇HLFサミット 2024（台湾）の参加 

開催日：令和６年 11月 17-19日（３日間） 

今年、第 12 回ハイレベル フォーラムサミットのテーマは「レジリエントな社会の

ためのイノベーション エコシステム」と題し台湾の新竹にて、現地及びオンラインの

ハイブリッドで開催され、講演、パネルディスカッション、ワークショップ等が行われ

た。 

つくば地域からは現地参加代表として、筑波大学氷見谷副学長が、つくばのエコシス

テムの最新状況を紹介、筑波大学中内副学長は「レジリエントな社会」に係るつくばの

スタートアップを紹介。また、VC セッションではノクターンキャピタル青木シニアア

ドバイザーが、社会課題解決を起点とするビジネスへの関心が世界的に高まる中、つく

ばは、科学技術の集積と地域課題の実証機会を兼ね備えた都市として、国内外の連携拠

点となる可能性を秘めていると紹介。関係機関の参

加として、産総研国際部国際室企画主幹 金子翔平、

高木悠友子も現地にて参加した。さらに、HLF ステ

アリングコミッティ（SCOM）メンバーとして、TGI岡

本アドバイザーと TGI犬塚事務局長が参加した。 

 

HLF2024でのつくば地域の参加の様子 
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HLF2024でのつくば地域の参加の様子 

 

② 世界競争力協議会連盟（GFCC）への参加 

世界競争力協議会連盟（GFCC）等の活動を通じ、産学官の連携強化とエコシステムの

形成に係る企画・運営に必要な知見についての国際的な議論に参加し、つくばエリアの

グローバル市場での競争力を強化している。 

令和６年度は、令和６年９月２日、ワシントン DCにおいて、GFCCの事務局である米

国競争力評議会（COC）と TGI が GFCC の一般会員となることについて協議した。その

後、既に GFCCの一般会員である JSTと意見交換し、TGIの総会を経て、TGIは GFCCの

会員となった。 
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(4) 情報発信活動 

 

① ウェブサイト等を活用した情報発信、広報媒体の強化 

TGIではつくば発のイノベーション創出のための基盤づくりを目指し、関係諸機関の

連携推進強化のための情報発信、各種イベント、会合等を実施している。 

令和６年度は、ウェブサイトをさらに充実させ TGI関連イベント・技術ニーズ・競争

的資金に係る情報発信のほか、関連機関からの要望によるイベントの周知を行った。ま

た、筑波大学 TGSWと協力し、筑波研究学園都市紹介映像を関連ページに掲載してもら

うことにより、現在行われているつくばの最先端の研究成果などをより広く社会に向

けて発信した。 

 

② 各種イベント、会合等の開催 

・交流の場の提供（スタートアップパークの活用） 

令和７年３月５日、スタートアップパークで、筑波

大学ベンチャー企業支援事業つばさ DemoDay2024 が、

TGI 犬塚事務局長の司会進行により開催された。開催

形式はハイブリッド。会場ではコーヒーを片手に活発

な交流が図られた。（(2)⑥の再掲） 

 

３ 会員との連携活動の推進 

令和５年度から１社増え（令和６年６月 28日）、正会員は 19機関・社。 

TGIの設立趣旨や事業活動に賛同する会員との連携活動として、ノクターンキャピタ

ル株式会社との共同事業を開始し、TGIの活動の促進として、つくばを変える新しい産

学官連携システムの構築に関する、産学官連携及び事業化・産業化に向けた調査、研

究及び開発、人材育成並びに専門的支援を行うため、また、情報の共有及び発信を行

うため、共同実施した。 

TGIの設立 10周年の記念事業として、 

○「10周年メッセージ イノベーションエコシステム・TIA（KEK 足立伸一理事）」 

（https://youtu.be/ECPxGqps1fU） 

○「10周年メッセージ TLSK（エーザイ株式会社筑波研究所 塚原克平所長）」 

（https://youtu.be/YAiPimpqFaQ） 

から 10周年メッセージをいただき、TGIの HPで公開した。 

  

https://youtu.be/ECPxGqps1fU
https://youtu.be/YAiPimpqFaQ
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４ 法人の運営に関する事項 

TGI の事業全体の企画立案、計画の策定、執行のため以下のとおり会議等（メール及

び ZOOM等での会議を含む）を開催した。 

 

〇総会 

   令和６年６月 26日  第１回定時総会 

   令和６年７月 12日 第１回臨時総会 

   令和６年 10月 11日 第２回臨時総会 

〇理事会 

   令和６年５月 31日  第１回通常理事会 

   令和６年７月５日   第１回臨時理事会 

   令和６年９月 17日    第２回臨時理事会 

   令和７年３月 31日  第２回通常理事会 

〇経営会議 

   令和６年５月 27日  第１回経営会議 

   令和７年１月８日  第２回経営会議 

   令和７年１月 27日  第３回経営会議 

   令和７年２月３日  第４回経営会議 

   令和７年３月 24日  第５回経営会議 

 


